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   Tanderil, an  antiphlogistic agent, was used following urological operations, instrumental 
treatments, and for controlling inflammation of the lower urinary tracts, with noticeable 

therapeutic results being obtained. 

   With administration of Tanderil not only postoperative edema or hematoma was markedly 
inhibited and scarcely observed, but healing of the lesions was accelerated resulting in 

favorable prognosis. 

   Tanderil, with its potent antiphlogistic action, demonstrates excellent analgesic and 

antipyretic effects. It can be used also in combination with antibiotics or with chemotherapeu-
 tics, and this is considered rather valuable because of their multiplying effect. 

   No side effects were noted even in infants and children.

1は し が き

TanderilはPyrazolidin誘 導 体 で,1-

Phenyl-2-(p-hydroxyphenyl)-3.5-dioxo-4-

n-butyl-pyrazolidinemonohydrateの 構 造

を 有 す る 。BasleのJ.R.Geigy社 の 研 究 所

で 合 成 され,1957年Pfister,Htifliger・)に ょ っ

て 報 告 され,そ の 後 臨 床 的 に はBarczyk2)等,

Bellac3},Cancura4},Connel15)等,Miller6)

等,Pfeifer7}等 の 報 告 が あ り,本 剤 は 強 力 な 消

炎,鎮 痛 作 用 を 有 し,し か も 顕 著 な 解 熱 作 用 を

も有 す る と され て い る.こ れ ら か ら も 当 然 臨 床

的 に 泌 尿 器 科 領 域 に 於 て も そ の 応 用 に は,術 前

術後,或 は尿路性 器の炎症性疾 患には大いに利

用価値 ある もの と考 えられ る,既 に 吾が 国で

も,土 屋等8},稲 田等9).石 神 等io,の臨床的治

験報告が見 られ,有 効 な事が知 られている.吾

々も最近本剤 の使用経験を得た ので報告する・

皿 投 与 方 法

Tanderil錠 は一錠中Oxyphenbutazone100mgを

含有している.こ れを1日6～3錠(600mg～300mg)

経 口投与した.原 則として初期投与量 として,2錠 ×

3回/1日 を投与し,第2日 目より維持量として,1

錠 ×3回/1日 の投与を行つた.投 与日数は3・'vlO日

にわたつている.又 殆んどの症例は抗生物質或はサル
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ファ剤を併用した.

皿 治療症例及び成績

治療症例は表1,2の 如 く各種疾患48例 である,手

術と関連して使用したものは23例 で非手術例に使用し

たものが25例 であつた.そ の内訳は前者で包茎手術12

例,精 管結紮術5例,尿 管切石術3例,陰 覆内手術2

例,そ の他1例 であり,後 者は炎症性疾患として,膀

表1Tanderilの 臨 床 治験 症 例①

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

lo

11

12

13

14

15

16

17

18

患者

K.0,

S,1

A.T.

Y.G.

S.K.

T.A.

T.T.

T.K.

U.K.

1.Y.

S.M.

H.F.

K.1.

H,F.

A.S.

Y.E,

H,H,

F.M.

年令 性
1

2(D

48

51

40

雛

49

24

62

30

41

63

33

40

31

68

50

34

48

δ

♀

3

♀

6

δ

δ

6

♂

6

♀

6

6

δ

6

6

6

6

病名或は適応

包茎手術

スケン氏腺膿瘍
摘出術

尿道狭窄

尿道カルンクル
ス

前立腺肥大症

前立腺炎

淋菌性尿道炎

慢性前立腺炎

単純性尿道炎

包茎手術

膀胱乳頭腫

精管結紮

〃

〃

膀胱乳頭腫

尿道狭窄

〃

精管結紮

服 用 法(
一 日)

1錠 ×3回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×3回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回
②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×3回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

〃

〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

投与
日

6

併用療 法

シ ノ ミン29

3日

キモ プシ ン5①

単 位

①1ク ロマ イ19

②6注8日

①1レ ダ キ ン

②21.593日

3

①1
②5

①1
②5

5

5

①1
②5

5

①1
②3

①1
②4

シ ノ ミン29

3日

ロ ノ、一 ノレ

10mg注30日

ロイ コマ イ シ

ソ800mg7日

前 立 腺 加温
マ ッサ ージ

ペ ニ シ リン60

万注3日 『
シ ン シ リン80

万5日

シ ノ ミン39

前 立腺 加 温
マ ッサ ージ

シ ノ ミソ39

3日

ア イ ロタイ シ
ソ800mg4日

シ ノ ミソ29

3日

ウ ロサ イ ダル
29

止 血 剤4日

シ ノ ミソ29

3日

経 過 効果

血腫,浮 腫形成するも早
期消腿

浮腫感染なく治癒

ブジー後使用,疹 痛少く

術直後の排尿良好

浮腫なく,不 快感少し,
電気凝固後使用

留置カテーテル中使用,
尿直不快感,疹 痛少し

尿沈渣正常化,会 陰部不
快感,排 尿不快感消失

膿性分泌物1日 で止る不快感な
し

自覚症状不変

漿液性分泌物なく不快感
なし

浮腫なし,一 次治癒

電気凝固後使用,痺 痛な
く,膀 胱の不快感なし

浮腫,硬 結なく治癒疹痛
少し

〃 〃 〃

十

十

柵

〃

①1
②4

3

〃

①1
②4

〃

ウ ロサ イ ダル
29

止 血 剤5日

シ ノ ミン39

3日

〃

シ ノ ミン2.0

3日

〃

藤 騰 踏 痛なi-i'

疹痛,排 尿困難感少し

ブジー後使用,変 らず

浮腫,硬 結なし

副作
用
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19

2①

21

22

23

24

25

26

27

28

29

3①

31

32

33

34

N.T.

H.Y.

K.1.

G.S.

H.H.

E.S.

M.K.

H.H.

T.F.

U.K.

Y.M.

J.K.

Y.M.

Y.K.

Y.Y.

N.M,

35S.S.

36 K.K,

37Y.0,

38i'・K・

39

40

S.H.

M.A.

61

34

29

28

28

42

38

28

30

18

24

24

22

69

49

23

62

27

32

28

3

50

♀

6

δ

6

s

♀

δ

♂

δ

δ

6

6

3

6

6

3

♀

♂

尿 道 カル ソ クル
ス

単純性尿道炎

左尿管切石術

左尿管切石術
(左水腎症)

包茎手術

膀胱炎

膀胱結石

包茎手術

〃

前立腺炎

包茎手術

〃

〃

膀胱乳頭腫

尿道狭窄

包茎手術

膀胱乳頭腫

右尿管切石術

δ

♂

6

3

慢性前立腺炎

包茎手術

かんとん包茎
亀頭包皮炎

左精系静脈瘤

1錠 ×4回

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

〃

1錠 ×4回

1錠 ×4回

〃

〃

①2錠 ×3回
②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回
②1〃 ×3〃

1錠 ×4回

1錠 ×4回

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×1回

3

5

なし

シ ノ ミン39

6目

①1マ イ シ リソ注

②67日

10

①1
②2

6

①1
②2

①1
②3

〃

5

〃

4

〃

①1
②4

3

①1
②4

①1
②3

7

5

①1
②3

14

①2錠 ×3回1①1②
1"×3"1②5

ク ロマ イ29

注5日
ボス タサ イ ク

リン25①mg
3日

マ イ シ リソ注

1回

ウ ロサ イダ ル
ス2.9

ウ ロ ピ リジ ン

6錠6日

ウ ロサ イ タル

2.〔〕

止血 剤3日

シ ノ ミソ29

3日

〃

シ ノ ミソ2.0

ブ ス コ パ ン3

錠7日

なし

〃

マ イ シ リン注

5日

止 血 剤

シ ノ ミン39

3日

シ ノ ミ ソ2.①

3日

ウ ロサ イ ダル

29

止 血 剤

マ イシ リソ注

7日

ア イ ロタ イ ミ

ン1000mg5日

シ ノ ミン3.①

前 立線 加 温,
マ ッサ ー ジ

なし

シ ノ ミ ン 〔⊃.5

97日

シ ノ ミン3.①

7日

電気凝固後の浮腫消腿早
し

分泌物,不 快感早期消失

術後2日 目より投与創浮腫なく
,一 次治癒

尿痩孔形成,発 熱より,

解 熱し,創 感染増大せず

浮腫少し

自覚症状の軽快化短縮

ヤング膀胱鏡にて摘出。

操作後の疹痛少 く,排 尿
困難感少し

浮腫なし,一 次治癒

帯

十

十

〃

排尿痛消失,会 陰部鈍痛
軽快早し

浮腫なし,感 染なし

〃

〃

電気凝固後使用,出 にく
い感じ,疹 痛少し

ブジー後使用,従 来より

疹痛少く,出 に くい感 じ
なし

浮腫,感 染なく一次治癒

電気凝固後使用,以 前に
比し,操 作後良好

創浮腫,発 熱来す 服用後
解熟,浮 腫消失

自覚症状全 く変らず

浮腫なし

背面切開後使用,浮 腫生
ず,消 裾にやや時 日要す

根治手術後投与,浮 腫,
血腫少く治癒

升1一

耕

十

帯

帯

十

昔レ
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41

42

43

44

45

46

47

48

H.K.

G.K.

T.K.

O.S.

S.O.

S.W,

27

55

6

7

65

6

♂

δ

6

♀

3816
1

1

S.。 」37

K.0. 22

6

6

陰嚢打撲症
(血腫形成)

右陰爽水腫

かんとん包茎
亀頭包皮炎

陰襲打撲症(皮
下出血)

尿道カルンクル
ス

膀胱乳頭腫

精管結紮

包茎手術

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

①2錠 ×3回

②1〃 ×3〃

1錠 ×1回

1錠 ×2回

1錠 ×3回

1錠X3回

1錠 ×4回

1錠 ×4回

①1
②4

①1
②5

6

5

2

5

5

5

局所塗布

マ イ シ リン 注1

7日

シ ノ ミン3 .0

7日

シ ノ ミソ19

3日

局所塗布

シ ノ ミン3,①

ウ ロサ イ ダル

2.0

ブス コパ ン3

錠5日

シ ノ ミン29

3日

2日 後血腫は殆んど消失

根治手術後投与浮腫,疹痛
少し

炎症,浮 腫消失は短縮

浮腫3日 目消失皮下出血
斌も消槌

400mg服 用 で 口囲 浮 腫
口内炎 惹起.中 止.

電気凝固後投与術後6日
目,膀 胱粘膜従来に比し
浮腫充血少し

浮腫,硬 結なし

シ ノ ミ ソ29

5日 1浮融 し 一次治癒

柵]

十
口囲

浮腫

表2Tanderilの 治験 症 例 と成 績

病 名 或 は 適 応 症 例 数 著 効 有 効 やや 効 無 効
(柵)(什)(+)(一)

手

術

症

例

包茎手術

精管結紮術

尿管切石術

陰嚢内手術

その他

12

5

3

2

1

9

5

2

1

2

1

2

1

小 計 23 17 5 1

1 1
1

膀胱炎1-
1

1

非

手

前立腺炎

尿道炎

4i

[
3 1

2

2

2

膀胱乳頭腫(電 気凝固後) 5 2 2 1

術

症
尿道狭窄(プ ジー療法後) 4 2 1 1

尿道カルンクルス(電 気凝固後) 3 ! 1 1

例
陰嚢打撲症,か んとん包茎 3 2 1
(浮腫,血 腫)

その他 2 2

小 計 25 8 8 5 4

合 計 48 25 13 6 4
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胱炎,尿 道炎或は前立腺炎8例,膀 胱内電気凝固後5

例,尿 道ブジー或は内視鏡操作後6例 尿道,カルンクル

スの電気凝固後2例,浮 腫,血 腫3例 となつている.

これらの成績は表2の 如く,48例 中,薯 効25例,有

効13例,や や効6例,無 効4例 であつた.無 効の1例

は本剤300mg服 用 口囲に浮腫を来し,400mgで 服

用を中止したが口内炎をも併発した・

Wま と め

A)手 術 に対す る応用

吾 々は主 として外来の小手術に際 して使用 し

た.従 つ て全 て投薬は術 後に行つ た.Connell

5),Cancura4)等 は術前12時 間,或 は2～3時

間に投与を開始 してお り,又 土屋8)等 は包茎 手

術 に際 し,術 前6時 間 より投薬を開始 したもの

と,術 寸前に投薬 した例 とを比較 し,石 神10)SC

は手 術前 日より内服 させ たもの と,手 術直後 よ

り使用 した ものとを比較 し,何 れ も前者 の方が

明 らか に浮腫形成度に差 を認め,成 績が良好で

あつたとのべている.

吾 々の包茎手術は全て術後投薬 であつ たが,

従 来 の手術に比べ,明 かに浮腫形成 も少 く,従

つて二次感染 を来 した ものもな く治癒 した.特

に第1例 の如 く著明な浮腫 と血腫 を形成 してか

ら投与 した ものでも,そ の消腿 は極 めて早 く,

創 面離開等 もな く治癒 した.し か し,諸 家の報

告 に明 らか な如 く,術 前 よりの投与は一層局所

浮腫を未然 に防ぎ得 るものでもあ り,予 後 を良

好 ならしめるものであろ う その他のVasec-

tomy,陰 嚢 内手術 に際 して も,同 様術後投与

に よつたが,局 所の浮腫 も来 さず,又 硬結 も早

期 に消腿 した.Connell6)は 創傷感染VaMiller

6)等 は蜂窩織炎
,膿 瘍等 にも本剤が有効 であ る

事 をのべてお り,吾 々 も尿管切石術後(症 例

21,22,36)の 創感染或は発熱 に使用 し,抗 生

物質投与のみでは解熱せず,Tanderil投 与 に

よ り速 に解熱 し,創 感 染 も増大せず治癒 した経

験を得 た.同 様 例について稲 田9)等 も良好な結

果を得 てい る.石 神10)等 も術後 の痙痛が極 めて

軽度で,術 後の発熱 も 軽減 された と述 べてい

る.

B)非 手 術例に対す る応用

尿道炎 に対 しては,抗 生物質或 は化学療法剤

と併用 したが,分 泌物の減少 と尿道不快感の消

失が目立ち,特 に第7例 の淋菌性尿道炎では,

黄色膿性分泌物は2日 で止 り,尿 道灼熱感は1

日で消失した,こ の様な急性炎症性症状には自

覚的に著効を示す様である.こ れに反して慢性

前立腺炎等,会 陰部不快感,排 尿不快感,陰 嚢

部不快感等,不 定の症状を示すものではその自

覚症状の速かな好転は来たさず殆んど無効であ

つた.尿 道狭窄で今迄断続的にブジー拡張を行

つて来たものに,ブ ジー拡張療法後に投与した

が従来に比 し,術 後一両日続いた一時的な,む

しろ出にくい感じ,排 尿痛は早期に消失した.

特に痺痛に対して効果があつた.然 し第17例 は

自覚症状全 く不変であつた.膀 胱乳頭腫で膀胱

鏡的操作と同時に,定 期的に再発腫瘍の電気凝

固を行つている患者でも,術 後従来あつた,膀

胱部のはつた感 じ,出 に くい感 じ,排 尿痛等は
一様に軽減した.

又,尿 路粘膜は容易に浮腫を惹起し易く,従

来,凝 固後膀胱粘膜は凝固腫瘍周囲のかなりの

部分迄浮腫充血を来 し,2週 後でもまだ認めら

れるものもあつたが第46例 の如 く術後6日 目

1500mg服 用後の膀胱粘膜には浮腫充血は認め

られなかつた.こ の他尿道カルソクルスの焼灼

後も周囲の浮腫,炎 症性変化も軽度であつた

し,2例 の陰嚢部打撲による,浮 腫ないしは血

腫形成にも,そ の消腿は極めて短縮された.

C)副 作用

本剤は胃腸潰瘍には絶対禁忌であり,心,

腎,肝 の障碍に際しても注意すべきであるとさ

れている.時 にNa排 泄減少に伴う水分貯溜

を起す事がある,石 神10)等は1日300mg2日

投与で顔面浮腫を来 し投薬を中止した例を報告

している.

吾 々の症例で も第45例 は尿道 カル ソクルスに

て電気凝固後本剤300mg服 用 で口囲 のみに浮

腫を来 し,計400mg服 用 で中止 したが,そ の

後中毒性 口内炎を も併発 した.本 例 は1日 シノ

ミン39と 併用 した もので或 はシ ノミンに よる

副作用か とも考 えたが,既 に本剤服用前10日 間

にわた りシ ノミン1日39を 服 用 してお り何 ら

異常な く,本 剤服 用で突然 口囲浮腫 を来 した事
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は,吾 々の経験 した唯一の本剤に よる副作用で

あろう.前 立腺肥大症に て腎機能低 下のあ る患

者(第5例)で 留置 カテーテル設置 中に一応注

意しつつ投与 したが副作用は認 めなかつた し,

3才,6才,7才 の 幼小児に も(第39,43,44

例)600mg～1400mgを 投 与 したが副作用は な

かった.そ の他の症例では何 ら副作 用は認め な

かつた.

Vむ す び

1)手 術 及び下部尿 路炎症性疾患或は種 々の

機械的操作後にTanderi1を 投 与 して,そ の

成績についてのべた.48例 中著 効25例,有 効13

例,や や効6例,無 効4例 であつた.

2)本 剤 の投与は原則 として初 回600mg,24

時間後より300mg,を 投 与 し,投 与 日数は3～

7日 間である.

3)本 剤 の投与は,術 後の浮腫,血 腫形成に

対して予防的に或はその消腿 を早 め,治 癒を促

進し,予 後を良好 なら しめた.又 消炎作用強

く,鎮 痛的 にも有効であつた し,解 熱作用 も著

しい.

4)本 剤 は,抗 生剤或 は化学療法剤 との併 用

も可能 で,む しろ併用療 法の場合が一層効果が

あると考え られ る.

5)副 作 用は殆ん ど認め られない。1例 のみ,
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口囲浮腫を来 た し投薬を中止 した.

J.R.Geigy社 のTanderilは 藤沢薬品工業KKよ

り提供をうけたものであり,こ こに謝意を表します
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